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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
３
年
の
輝
か
し
い
初
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
町
政
に
対
し
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
）
の
感
染
が
拡
大
し
、
年
末
に
な
っ
て
も

収
束
す
る
こ
と
な
く
、
残
念
な
が
ら
感
染
が
続
く
中
で
年

が
明
け
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
一
変
し
た
日
常

生
活
の
中
で
、
日
々
緊
張
感
を
も
っ
て
感
染
予
防
対
策
に

努
め
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ワ

ク
チ
ン
の
投
与
な
ど
、
早
く
に
抜
本
的
な
対
策
が
取
ら

れ
、
穏
や
か
な
生
活
が
取
り
戻
せ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
第
30
回
の
節
目
と
な

る
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
を
始
め
、
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト

が
中
止
と
な
り
本
当
に
残
念
で
し
た
。
ま
た
、
各
小
中
学

校
、
飯
南
高
等
学
校
で
も
休
校
や
各
種
大
会
が
中
止
と
な

り
、
児
童
生
徒
に
と
っ
て
も
大
変
な
一
年
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
や
先
生
方
な
ど
の
努
力
に
よ

り
、
す
で
に
学
習
の
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
飯
南
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
県
大
会

で
見
事
優
勝
し
、
私
た
ち
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
、
昨
年
の
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
、
す
べ
て
の
分
野
で
大
い
に
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
に
お
い
て
も
、
「
第
２
次
飯
南
町
総
合
振
興
計

画
・
後
期
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、
行
動
を
制

約
せ
ざ
る
を
得
ず
、
十
分
な
取
り
組
み
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

「
飯
南
町
の
教
育
・
文
化
の
拠
点
」
「
来
島
地
区
の
小
さ

な
拠
点
」
の
基
幹
施
設
と
し
て
「
来
島
拠
点
複
合
施
設
」

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
光
ケ
ー
ブ
ル
の
全
町
敷
設
に
よ
り
情
報
通

信
環
境
を
整
え
、
頻
発
す
る
災
害
に
対
し
て
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
で
の
緊
急
情
報
の
発
信
や
、
「
土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
」
の
指
定
へ
の
取
り
組
み
、
「
防

災
士
連
絡
会
」
の
設
立
な
ど
、
一
層
の
注
意
喚
起
や

体
制
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
福
祉
に
お
い
て
は
、
妊
娠
期
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
く

相
談
に
応
じ
る
「
全
世
代
型
の
総
合
相
談
窓
口
（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）
」
の
整
備
や
、
「
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
助
成
」

「
自
動
運
転
の
長
期
実
証
実
験
」
の
実
施
、
N
P
O
法
人

晴
雲
の
里
施
設
整
備
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
さ
て
、
迎
え
た
本
年
で
す
が
、
近
年
の
「
田
園
回
帰
」

の
流
れ
に
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
「
田
舎
」
の
価
値

が
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
宝
島
社
が
発
行
す
る
「
田
舎
暮
ら
し
の
本

『
２
０
２
１ 

住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ 

全
国

の
町
の
部
』
」
で
、
本
町
が
「
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い

田
舎
」
第
１
位
、
「
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
」
第
１

位
、
そ
し
て
「
シ
ニ
ア
世
代
が
住
み
た
い
田
舎
」
第
２
位

に
加
え
て
、
「
総
合
」
の
部
に
お
い
て
も
、
堂
々
の
第
１

位
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
し
た
（
9
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
。

年
明
け
早
々
か
ら
大
変
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で

「
子
育
て
」
「
移
住
定
住
」
に
力
を
入
れ
て
き
た
一
つ
の

成
果
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
「
集
落
実
態
調
査
」
を

基
に
し
て
U
I
タ
ー
ン
者
を
増
や
せ
る
よ
う
に
支
援
す
る

な
ど
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
定

住
を
進
め
、
元
気
な
集
落
づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
さ
ら
な
る
農
業
振
興
に
向
け
て
、
農
業
に
お
い

て
は
施
設
園
芸
や
露
地
野
菜
の
生
産
拡
大
、
畜
産
に
お
い

て
は
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
」
や
規
模
拡
大
の
支
援
、
中
で

も
和
牛
に
お
い
て
は
、
次
期
鹿
児
島
全
共
に
向
け
て
の
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
福
祉
に
お
い
て
は
、
福
祉
施
設
協
議
会
と
連
携

し
た
福
祉
人
材
の
確
保
と
、
持
続
可
能
な
体
制
整
備
を
図

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
交

通
体
系
を
整
備
す
る
な
ど
、
一
層
の
充
実
し
た
生
活
環
境

を
生
み
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　　

こ
う
し
た
時
に
、
本
年
１
月
に
は
町
長
選
挙
が
行
わ

れ
、
新
た
な
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
い
た
し
ま
す
。
新
た
な

リ
ー
ダ
ー
に
は
、
本
町
の
新
し
い
時
代
を
力
強
く
切
り
拓

い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
笑
顔

あ
ふ
れ
る
ま
ち　
飯
南
町
」
、
本
年
の
一
層
の
飛
躍
を
強

く
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　　

ま
た
私
事
で
す
が
、
１
月
末
の
任
期
満
了
を
も
っ
て

退
任
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
こ
れ
ま
で
４
期
16
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
三
年

年
頭
の
あ
い
さ
つ

飯
南
町
長 

山
碕 

英
樹



今日は私が
読んであげる

藤原梨乃さん（下赤名）

木の香りに包まれて

寝転がって
読んじゃお

慎重に積み木を重ねています

キッズスペースの
大型ブロックでごっこ遊び

木のおもちゃに囲まれて
おにいちゃん、
おねえちゃんものびのび

おいしいごはんに
話も弾みます

ハイハイ期の
赤ちゃんものびのび

赤ちゃんもゆったり
広々とした幼児用スペースやキッズチェアがあり、子
どもと一緒に本を楽しめます。毎月第３日曜日に「読
み聞かせ」を開催。
●開館時間：9時～18時（土日は17時まで）　
●休館日：火曜日、祝日、毎月第一木曜日、年末年始等
●子ども用トイレ：あり（来島交流センター内）
●授乳室：あり（来島交流センター内）

飯南町立中央図書館飯南町立中央図書館

中央図書館横の和室で木のおもちゃで遊べます。読
書の合間の休憩（飲食）や雨の日の遊び場として使
えます（他の利用予約がない場合に限る）。利用の際
は、図書館スタッフにお声かけください。
※事前予約で大ホールや調理室なども利用できます

●開館時間：8時30分～17時15分
●休館日：土・日・祝日、年末年始等（事前予約で休日も利用可）
●子ども用トイレ：あり
●授乳室：あり

来島交流センター来島交流センター

55畳の和室をレンタルスペースとして1日1組限定
で利用できます。周りを気にせずに子どもと一緒に
食事を楽しめます。大型ブロック、滑り台などのおも
ちゃがあり、月齢に合わせたハイチェア、ベビーソフ
ァなども完備。

●営業時間：10時～16時（レストラン：11時～15時）
●休館日：木曜日
●子供用トイレ：なし
●授乳室：あり（やまなみ内個室）※調乳用お湯も提供可

道の駅とんばらレストハウスやまなみ道の駅とんばらレストハウスやまなみ

キッズコーナーや授乳室があり、小さな赤ちゃん連れ
でも快適に過ごせます。ハイチェアやバウンサーなど、
月齢に合わせたイスも豊富に用意しています。
●営業時間：9時～18時
●休館日：水曜日

道の駅赤来高原道の駅赤来高原

レンタルスペース利用案内
利用時間：11時～15時（延長なし）　
料金：3,300円（税込）
※飯南町民は無料（令和３年3月３１日まで）
利用人数：20人まで（通常収容人数60人）
※必ずレストランメニューの注文が必要です

●子ども用トイレ：なし
●授乳室：あり

飯南にもあります！

子どもと一緒に楽しめる場所

飯南にもあります！

子どもと一緒に楽しめる場所
　令和元年度、飯南町の子育て世帯
を対象にアンケートを行いました。そ
の中で、多く聞かれたのが「町内に子
どもと一緒に遊べる場所が少ない」と
いう声。「雨の日の遊び場所に困る」
「気兼ねなく子どもと食事を楽しめた
らうれしい」。そんなお母さん、お父さ
んの声がカタチになりました。
　今月は、町内で子どもと一緒に楽し
める場所を紹介します。

　
子
ど
も
た
ち
が
木
の
お
も
ち
ゃ
で
喜
ん
で

遊
ん
で
い
ま
し
た
。家
で
は
な
か
な
か
遊
ぶ
こ

と
が
な
い
の
で
珍
し
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま

す
。木
の
お
も
ち
ゃ
っ
て
い
い
で
す
よ
ね
。

　
家
の
外
で
子
ど
も
と
遊
ぶ
と
き
、周
り
に
迷

惑
を
か
け
た
ら
い
け
な
い
の
で
、ど
う
し
て
も

周
り
の
目
が
気
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。今
回

は
ど
の
場
所
で
も
周
り
の
目
を
気
に
せ
ず
に

子
ど
も
と
遊
べ
た
し
、私
も
ゆ
っ
く
り
で
き
ま

し
た
。ま
た
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

子
育
て
マ
マ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

「
利
用
し
て
み
て
い
か
が
で
し
た
か
」

飯南町産ヒノキのボールプールと木馬、絵本がそ
ろった場所。待ち時間などに気軽に遊べます。

役場本庁舎にも
キッズスペースができました

こ      こ
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誌面には志々地区の皆さんがたくさん登場

今回応募した公民館だより

１人ずつアイデアを発表しました ゴール後には表彰式と、福引抽選会で新年最初の運試し（頓原）

スタート前にお参りと写真撮影（志々）

昨年春には「賀田城ウォーキング」を開催 槍を持った少年は第25代当主烏田定利（当時12歳）

机には付箋がたくさ
ん

ラジオ体操後、一斉にスタート（頓原）

通称「要害平」から琴引山を望む

「志々地区の皆さんに感謝して
います」

ようがいだいら

　
毎
年
恒
例
の
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
｟
公
民
館
主

催
｠
が
、
志
々
、
頓
原
両
地
区
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
年
末
か
ら
の
大
雪
予
報
で
開
催
が
心

配
さ
れ
た
今
回
。
飯
南
町
の
元
旦
ら
し
い

雪
景
色
の
中
、
志
々
地
区
に
は
32
人
、
頓

原
地
区
に
は
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
今
年
は
良
い
年
に
な
り
ま

す
よ
う
に
」
と
願
い
、
真
っ
白
な
雪
道
を

顔
や
指
先
を
赤
く
し
な
が
ら
元
気
に
走

り
抜
け
て
い
ま
し
た
。

丑
年
の
走
り
初
め

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
1/1
金・祝

　
優
れ
た
公
民
館
報
を
表
彰
す
る
全
国

公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
「
志
々
公
民

館
だ
よ
り
」が
銀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
志
々
公
民
館
だ
よ
り
は
、
平
成
５
年
の

開
館
当
初
か
ら
発
行
。
公
民
館
事
業
の

内
容
や
地
域
行
事
を
中
心
に
取
り
上
げ

て
い
ま
す
。

　
伊
藤
館
長
は
「
住
民
と
公
民
館
を
つ
な

ぐ
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
目
的
に
毎
月

発
行
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
力
を
出
し
合
い

編
集
を
続
け
て
き
た
証
で
、
大
変
嬉
し
く

思
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

全
国
公
民
館
報
コ
ン
ク
ー
ル

「
志
々
公
民
館
」だ
よ
り
が
銀
賞

12/13
日

　　
今
回
は
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
」
と
「
地

域
に
良
い
こ
と
」
を
組
み
合
わ
せ
る
「
共

創
の
地
域
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
づ
く
り
」
が

テ
ー
マ
で
す
。

　
参
加
者
は
、
自
分
が
好
き
な
こ
と
や

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
と
、
地
域
に
と
っ

て
良
い
こ
と
を
付
箋
に
書
き
出
し
。
そ
の

後
、
た
く
さ
ん
並
ん
だ
付
箋
を
組
み
合

わ
せ
て
、
自
分
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
地
域
づ

く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
話
し
合
い
な
が
ら

創
り
ま
し
た
。

　　
参
加
者
か
ら
は
「
ア
イ
デ
ア
を
出
す
の

は
大
変
だ
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
み
ん
な

で
考
え
る
と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
」
な
ど
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ア
イ
デ
ア
は
、
次
回
で
さ
ら
に

磨
き
上
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
町
内
外
の
人

に
向
け
て
発
表
し
ま
す
。

●
ヒ
ト
カ
ラ
コ
コ
カ
ラ
会
議（
発
表
会
）

日
時　
令
和
３
年
２
月
７
日
｟
日
｠　

13
時
～
17
時
｟予
定
｠

場
所

中
山
間
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ

総
務
課　

電
話
７
６
・２
２
１
１

第
３
回
共
創
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ

ヒ
ト
カ
ラ~hitocolor~

イ
イ
ナ
ン

　
加
田
の
湯
で
11
月
28
日
｟
土
｠
か
ら
「
御

城
印
」
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
価
格

は
１
枚
３
０
０
円
｟税
込
み
｠
。

　
烏
田
家
の
家
紋
「
丸
に
隅
立
て
四
ツ

目
」
に
、
槍
を
持
っ
た
少
年
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
特
徴
の
御
城
印
は
、
来
島
公
民
館
と

加
田
の
湯
、
第
27
代
烏
田
家
当
主
の
烏

田
勝
信
さ
ん
｟
上
来
島
｠
、
飯
南
町
観
光
協

会
に
よ
り
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
飯
南
町
で

は
、
赤
穴
瀬
戸
山
城
に
続
き
２
つ
目
。

　
近
頃
の
城
郭
ブ
ー
ム
で
人
気
を
集
め

る
御
城
印
は
、
全
国
４
０
０
城
以
上
で
制

作
さ
れ
て
い
ま
す
。

賀
田
城

「
御
城
印
」の
販
売
開
始
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「いろいろな経験を積みながら、夢に向かって頑張ってほしい」
と激励を受ける生徒

相談日

2月15日㈪
2月16日㈫
2月17日㈬
2月18日㈭
2月19日㈮
2月22日㈪
2月24日㈬
2月25日㈭
2月26日㈮
3月  1日㈪
3月  2日㈫
3月  3日㈬
3月  4日㈭
3月  5日㈮
3月  8日㈪
3月  9日㈫
3月10日㈬
3月11日㈭
3月12日㈮
3月15日㈪

受付時間

9時～12時

志津見
川　東
獅　子
寺　沢
長　谷
都加賀
奥　畑
上　区（宇山・小和田）
町　区（本町・横町・新道町・万対町・恵比須町・寺町）
下来島（保賀・松本中部）
野　萱（琴麓・三日市・塚原）
小　田（奥小田・口小田・中小田）
真　木（口真木）
上来島（杉戸・横路）
谷（井戸谷）
下赤名（東区）
下赤名（千束・中通）
上赤名（瀬戸）
赤　名（上市・衣掛団地）
赤　名（中市・下市）

13時～16時

角　井
川　西 さつき会館

ふれあいホール
みせん

来島交流
センター

役場本庁舎
（2階 会議室）

佐　見
敷　波
花　栗
上　区（迫・小才田・泉川）
町　区（一番町・社日町・大仙町・上町・中町）

下来島（松本西部・川尻）
野　萱（野萱・野萱団地・下三日市）
真　木（奥真木）
上来島（上来島・安江）

谷（塩谷・畑田）
下赤名（石次・福田）
上赤名（北野）
上赤名（中区）
上赤名（向谷）

会場

部
門
で
第
１
位

３
　

宝
島
社
の
雑
誌
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」

２
０
２
１
年
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

第
９
回
「
住
み
た
い
田
舎
」
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ

ン
グ
。
全
国
の
「
町
」
の
部
で
、
本
町
が
「
総

合
部
門
」
「
若
者
世
代
が
住
み
た
い
田
舎

部
門
」
「
子
育
て
世
代
が
住
み
た
い
田
舎

部
門
」
の
３
部
門
で
第
１
位
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
中
国
エ
リ
ア
で
は
、
市
や
村
も

含
め
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
総
合
部
門
第
１
位

に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

都
会
か
ら
田
舎
へ
の
移
住
を
考
え
る

多
く
の
人
た
ち
が
、
こ
の
雑
誌
を
参
考
に

し
て
い
ま
す
。

和
2
年
度
分
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す

令
　
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

定
申
告
会
場
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

確　

確
定
申
告
手
続
き
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
」と「
本
人
確
認
書
類
の
提

示
か
写
し
の
添
付
」が
必
要
で
す
。マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
持
参
で
、本
人
確
認（
番

号
確
認
と
身
元
確
認
）が
で
き
ま
す
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
人
は
、番

号
と
身
元
が
確
認
で
き
る
書
類
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

【
番
号
確
認
書
類（
次
の
う
ち
一
つ
）】

・通
知
カ
ー
ド

・住
民
票
の
写
し
か
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
あ
る
も
の
）

【
身
元
確
認
書
類（
次
の
う
ち
一
つ
）】

・運
転
免
許
証
、公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
、身
体
障
害
者
手
帳
、パ
ス
ポ
ー

ト
、在
留
カ
ー
ド

■
問
合
せ

住
民
課　
電
話
７
６・２
２
１
３

●
ス
マ
ホ
で
確
定
申
告

申
告
書
の
作
成
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。大

東
税
務
署
で
申
告
相
談
の
際
は
、入
場
整

理
券
が
必
要
で
す
。

■
問
合
せ

大
東
税
務
署　

電
話
０
８
５
４・４
３・２
３
６
０

「
住
み
た
い
田
舎
」ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
全
国「
町
」部

根
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

島
　
１
月
６
日
｟
水
｠に
、
丸
山
県
知
事
が
飯

南
町
を
訪
れ
、
各
団
体
と
意
見
交
換
を

し
ま
し
た
。

　

飯
南
高
校
で
は
月
根
尾
寮
を
視
察

後
、
生
徒
と
意
見
交
換
。
生
徒
は
、
飯
南

高
校
の
特
色
や
自
身
の
入
学
理
由
、
学

校
生
活
で
学
ん
だ
こ
と
、
進
路
の
こ
と
を

話
し
ま
し
た
。

　
丸
山
県
知
事
は
「
地
域
に
支
え
ら
れ
て

い
る
学
校
だ
と
改
め
て
認
識
で
き
、
素
晴

ら
し
い
人
財
が
育
っ
て
い
る
こ
と
に
感
銘

を
受
け
た
。
こ
れ
か
ら
も
魅
力
あ
ふ
れ
る

飯
南
高
校
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証

と
し
て
利
用
可
能
に
な
り
ま
す（
要
登
録
）

マ
　

令
和
３
年
３
月
｟
予
定
｠
以
降
、
医
療
機

関
受
診
時
や
薬
局
利
用
時
に
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

※
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
３
月
以
降
も
利
用
可
能

　

就
職
・
転
職
・
住
所
変
更
な
ど
で
保
険

者
が
切
り
替
わ
っ
て
も
、
届
出
が
済
ん
で

い
れ
ば
、
健
康
保
険
証
の
交
付
を
待
た
ず

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
医
療
機
関

を
受
診
で
き
ま
す
。

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
た
め
に
は
、
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
で
事
前
登

録
が
必
要
で
す
。
登
録
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
可
能
。
役
場
本
庁
舎
と
各
支
所
で
登
録
の
際

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
い
〜
に
ゃ
ん
地
域
振
興
ク
ー
ポ
ン
贈
呈
中

　

健
康
保
険
証
利
用
登
録
者
に
「
い
～

に
ゃ
ん
地
域
振
興
ク
ー
ポ
ン
｟
１
人
当
た
り
千

円
｠
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

※
令
和
３
年
３
月
31
日
｟水
｠ま
で
の
登
録
者
が
対
象

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
休
日
受
け
取
り

日
を
開
設
し
ま
す

　

事
前
の
予
約
で
、
休
日
で
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
れ
ま
す
。

開
設
日
時　
２
月
21
日
｟
日
｠
９
時
～
17

時
、
３
月
21
日
｟日
｠９
時
～
17
時

対
象
者　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通

知
書
｟ハ
ガ
キ
｠
が
お
手
元
に
あ
る
人

開
設
場
所　
役
場
本
庁
舎
｟
住
民
課
｠
と
頓

原
基
幹
支
所

予
約
方
法　
希
望
日
の
３
日
前
ま
で
に
電

話
で
予
約

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・２
２
１
３

手
続
き
！ 

20
歳
に
な
っ
て
も

「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」が
届
か
な
い
と
き

要
　

20
歳
を
迎
え
た
学
生
や
自
営
業
の
人

に
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
国
民
年
金

加
入
の
お
知
ら
せ
｟
国
民
年
金
に
加
入
し
た
こ

と
を
知
ら
せ
る
通
知
｠
」が
届
き
ま
す
。

　

20
歳
を
迎
え
て
２
～
３
週
間
経
っ
て

も
通
知
が
届
か
な
い
場
合
｟
誕
生
日
の
直
前

に
住
所
を
移
し
た
と
き
な
ど
｠
は
、
役
場
本
庁

舎
や
各
支
所
で
加
入
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ

住
民
課　

電
話
７
６
・２
２
１
３

療
費
・
療
養
費
通
知

を
お
送
り
し
ま
す

医【
国
民
健
康
保
険
】

●
医
療
費
・
療
養
費
｟
柔
道
整
復
の
み
｠
通
知

　
令
和
３
年
２
月
中
旬
送
付

※
療
養
費
｟
柔
道
整
復
以
外
｠
は
領
収
書
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

保
健
福
祉
課　

電
話
７
２
・１
７
７
０

【
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
】

●
医
療
費
通
知

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
送
付

※
令
和
２
年
11
～
12
月
診
療
分
は
領
収

書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

●
療
養
費
｟
柔
道
整
復
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
は

り
き
ゅ
う
｠
通
知　
　
　
　
　
　

　
令
和
３
年
１
月
中
旬
送
付
｟
令
和
元
年
10

月
～
令
和
２
年
５
月
施
術
分
は
、
令
和
２
年
５
月

と
９
月
に
送
付
済
｠

※
令
和
２
年
10
～
12
月
施
術
分
は
、
領

収
書
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

■
問
合
せ

島
根
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

電
話
０
８
５
２
・２
０
・７
５
２
５

確
定
申
告
に
使
用
で
き
る
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除草剤散布の様子

除草剤散布用ドローン

参加した皆さんの顔は真剣そのもの「防災研修会」 来島の未来を考える「地域づくり講座」

上来島の集落実態調査

歯科でお手入れを続けている安原さん

飯南病院 医師 
文田昌平

　島根県歯科医師会が主催する
「８０２０よい歯のコンクール」で、
伊藤幹子さん（下赤名）、安原征治
さん（下赤名）、松田務さん（小田）
の３人が表彰されました。この表
彰は、８０歳以上で自分の歯が２０
本以上ある人に贈られます。

　なんでも噛んで食べられる３人
に「お口の健康を保つコツ」を伺
いました。すると「３カ月に一度
は歯科で受診し、歯をクリーニン
グしてもらう」「まめに歯科に行く
と、むし歯が小さいうちに治療で
きて、歯の磨き方も教えてもらえ

る」「歯間ブラシでお手入れする
のが習慣になっています」と話さ
れていました。

　お口の健康は全身の健康につ
ながっています。歯を失う原因の
多くは歯周病で、脳卒中や心臓病、
糖尿病などの病気を発症・悪化
させる原因にもなります。歯周病
は口の中が汚れた状態が続くと、
子どもの頃からでも発症します。
　３人のお話には、歯周病予防に
大切な「プロフェッショナルケア（専
門家が行うお口のケア）」「セルフケア
（自分でするお口のケア）」の両方が含
まれています。歳を重ねても元気
なお口を保ちましょう！

めざせ！80歳で20本の歯！！
「8020よい歯のコンクール」

●飯南病院   電話72-0221　●来島診療所   電話76-2309　●保健福祉センター   電話72-1770

飯
南
町
の
皆
さ
ん

は
じ
め
ま
し
て

　
島
根
県
立
中
央
病
院
総
合
診
療
科
か

ら
来
ま
し
た
文
田
昌
平
と
申
し
ま
す
。

飯
南
町
に
来
て
早
く
も
3
カ
月
が
経
ち

ま
し
た
。病
院
の
皆
さ
ん
や
住
民
の
皆

さ
ん
に
温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
き
、少
し

ず
つ
仕
事
に
慣
れ
、住
民
の
皆
さ
ん
と
も

お
互
い
の
顔
が
少
し
ず
つ
分
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。今
月
は
、こ
の
場

を
借
り
て
少
し
自
己
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
私
は
大
阪
の
東
大
阪
市
出
身
で
す
。

東
大
阪
市
は
製
造
業
が
盛
ん
な
た
め
、

中
小
企
業
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。私
の
実
家
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

を
つ
く
る
小
さ
な
工
場
を
営
ん
で
い
て
、

虫
か
ご
や
ハ
ム
ス
タ
ー
の
ゲ
ー
ジ
な
ど

を
作
っ
て
い
ま
す
。2
0
0
9
年
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
人
工
衛
星「
ま
い
ど
1
号
」

は
、東
大
阪
市
の
中
小
企
業
が
主
体
と

な
っ
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。日
頃
は
何
を

し
て
い
る
か
全
く
分
か
ら
な
い
近
所
の

お
っ
ち
ゃ
ん
た
ち
が「
す
ご
い
も
の
を

作
っ
た
な
」と
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、東
大
阪
市
は
ラ
グ
ビ
ー
が
盛

ん
で
す
。ラ
グ
ビ
ー
の
全
国
高
校
大
会

が
開
催
さ
れ
る
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
が

あ
っ
た
り
、ど
の
中
学
校
に
も
ラ
グ
ビ
ー

場
が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
を
し

て
い
な
か
っ
た
私
は
、ラ
グ
ビ
ー
を
し
て

い
た
兄
と
妹
か
ら「
根
性
が
な
い
」と
非

難
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
縁
あ
っ
て
島
根
県
に
来
て
か
ら
11
年

が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。総
合
診
療

科
医
を
目
指
そ
う
と
思
っ
た
の
は
、臓
器

別
の
専
門
医
に
な
る
よ
り
も
、患
者
さ

ん
の
生
活
に
寄
り
添
い
、最
後
ま
で
サ

ポ
ー
ト
す
る「
地
域
で
働
く
医
師
」に
魅

力
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。病
気
の
治
療

だ
け
で
な
く
、地
域
で
の
生
活
を
含
め
て

患
者
さ
ん
の
力
に
な
れ
る
医
師
を
目
指

し
て
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
飯
南
町
は
、住
民
の
皆
さ
ん
が
と
て

も
優
し
く
、医
療・福
祉
の
仕
組
み
が
充

実
し
た
素
敵
な
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
雪
の
運
転
に
慣
れ
る
と
こ
ろ
か

ら
頑
張
り
ま
す
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　３年かけて来島地区のすべての自治
区（小田真木・下来島・野萱・上来島）で集落実
態調査が終わりました。集落実態調査
が終わった自治区では、新たな目標を
持っての活動がすでに始まっているとこ
ろもあります。そういった動きが各地で
始まることで、より良い地域になっていく
のではないでしょうか。
　さて、12月16日には、地域防災の必
要性を考える防災研修会を開催しまし

た（新型コロナウイルス感染症対策で自治会長限
定で開催）。「地域防災の必要性・事前の
備えと体制づくり」と題し、中山間地域
研究センター主任研究員で防災士でも
ある東良太さんに講演いただきました。
　「自治会・消防団・行政等が普段のつ
ながりを基に、日頃から防災に取り組む
ことで、安心できる地域づくりができる」
ということを改めて学ぶ場になりました。

　現在来島地区では、作野教授（島根大
学）を講師に迎えた「地域づくり講座」を
全4回で開催中です。今後もこのような
学びの場を通して、地域づくりをお手伝
いできればと思っています。

来島地区集落支援員の
杤木です！ 住みよいまちへ

町内 5地区で活動する、地域
とともに歩む「集落支援員」
の活動を紹介します。

「小さな拠点づくり」
に向けて

●中山間地域研究センター
　電話 0854-76-2025
　http://www.pref.shimane.lg.jp/chusankan/

効率的な除草方法の研究

こんにちは

中山間地域
研究

センターで
す。

　近年、県内の人工林が十分に育ち伐
採が盛んです。伐採後に植えた苗木を
育てるための「下刈り」はとても重要な
作業。ところが、下刈りは人力に頼る部
分が多く、人手が足りていないのが現
状です。また、夏の暑い中での作業の
ため、事故や熱中症といった危険とも
隣り合わせです。
　そこで当センターでは、下刈りの効
率化と安全性の向上を目指し、空中か

ら広い範囲に除草剤を散布できる「ド
ローンを用いた除草剤散布」を調査し
ました。
　調査の結果、傾斜地でも短時間で
安全に除草剤を散布でき、ドローンの
有効性が確認されました。今後、除草
剤散布の経費やドローンが安全に飛
行できる方法を詳しく調査する予定
です。
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しまねっこＣＨ

飯南町無料職業紹介所   電話76-2864
（役場地域振興課内）

求 人

情 報

　直近１カ月に受け付けた求人を紹介しま
す。詳しい内容を知りたい方、このほかの求人
情報をご覧になりたい方は、お問い合わせく
ださい。求人情報の閲覧のみも可能です。

（有）渡辺建設　76-2374

一般事務
64歳以下、パソコン基本操作

1人フル

工事監督補助（現場代理人）
64歳以下、パソコン基本操作

1人フル

1人フル

土木作業員
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

重機オペレーター
64歳以下、車両系建設機械（基礎工事用）運転技能者

1人フル

（株）後藤建設　72-0103

土木施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

1人フル

建築施工管理技術者
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

1人フル

2人パート

重機オペレーター
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

施工管理業務の補助（建築工事・土木工事）
高校以上・普通自動車免許（ＡＴ可、入社後ＭＴ取得可）

1人フル

松田建設（株）　76-2361

重機オペレーター
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

一般土木作業員
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

森島建設（株）　76-2246

土木作業員・重機オペレーター
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

土木施工管理技士・補助
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

奥出雲ファーム（有）　76-3138

養豚場作業員 
64歳以下、普通自動車運転免許

1人フル

養豚場作業員 
普通自動車運転免許

1人パート

飯石森林組合　62-1520

森林整備員（ザ・モリト） 
50歳以下、普通自動車運転免許

3人フル

職員（総合職） 
パソコン基本操作、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

2人フル

（福）友愛会　72-0214

夜間警備員 1人パート

介護職員（夜間） 1人パート

介護職員
59歳以下

3人フル

※表示のない市外局番は「0854」です

（有）ホリエ　72-0102

農林業機械の修理、販売
64歳以下、普通自動車運転免許（ＡＴ限定不可）

1人フル

島根県農業協同組合 雲南地区本部　42-9000

窓口事務（JAしまね　頓原支店） 1人パート

（有）槇原商事　72-0321

電気・ガス・水道工事・リホーム作業員
40歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可)

1人フル

（有）中山板金　76-2616

建築板金工（補助）
59歳以下、普通自動車運転免許(AT限定不可)

1人フル

（一社）飯南町観光協会　76-9050

ふるさと納税事務業務
ﾊﾟｿｺﾝ基本操作

1人フル

山陰中央新報 来島販売店　080-8230-5640

新聞配達員（来島地区）
普通自動車運転免許

2人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープ エルシィー店　72-1221

商品づくりまたは補充・レジ等 2人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープ きじま店　76-2319

店舗業務（青果・鮮魚・食料品等の商品づくり、
品出し、レジ等）

3人パート

（株）Aコープ西日本Ａコープ あかな店　76-2319

店舗業務（青果・食料品等の商品づくり、
品出し、レジ等）

3人パート

九州惣菜（株）　093-391-7717

寿司・揚げ物・弁当・惣菜等の製造、
販売（Aコープきじま店内）

1人パート

（特非）晴雲の里　72-0681

福祉施設支援員
40歳以下、精神保健福祉士または、公認心理師

1人フル

（特非）あかぎ福祉会（まんてんの家）　76-9330

介護職（正職員以外）正社員登用可能性あり
64歳以下、介護職員初任者研修修了者、
ホームヘルパー２級、普通自動車運転免許

2人フル

中国化成工業（株） 本社工場　76-2258

マシンオペレーター（加工事業）
59歳以下

1人フル

三刀屋金属（株）　45-2931

プレス作業または溶接作業 2人フル

(株)来島化成　赤名工場　76-2826

製造・検査等 1人パート

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動

上記団体活動と個人活動

スポーツ活動（指導・審判を含む）

文化活動、ボランティア活動、地域活動、準備・片付け・応援・団体員の送迎

危険度の高いスポーツ活動（指導・審判を含む）

子ども（中学生以下）

大人（高校生以上）

全年齢

加入対象者 補償対象となる活動

800円

1,450円

1,850円

1,200円

800円

11,000円

年間掛金（一人当たり）

（64歳以下）

（65歳以上）
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しめ縄の制作の様子

出雲大社神楽殿の大しめ縄を見学中

きれいな森の雪ならでは！“雪中ダイブ”春にはおいしいプログラムの予感！？

“ポキッ”と折る
感触も楽しい
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）

 「家族でつくる人権標語」優秀作品から
今月の人権標語

来島小4年　影山　寧音さん
来島小6年　影山　莉音さん
家族名　影山　和典さん

たすけ合い
　つなごう地いきの
　　　　　　　　人と人

　標語に込められた思いを町民みん
なで意識し、差別や偏見のない明るい
まちづくりをめざしましょう。
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い
ん

な

す
が

ゆ
う   

ま      

ぐ

な
ら

も
よ

ち
を
元
気
に
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊

ま　
飯
南
町
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」の
活
動
を
紹
介
。今
月
は
、

大
し
め
な
わ
創
作
館
の
古
賀
崇
真
子

隊
員
の
活
動
報
告
で
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
一
年
目
の
古
賀

で
す
。飯
南
町
に
移
住
し
て
か
ら
９
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。し
め
縄
職
人
と
し

て
、し
め
縄
の
制
作
は
も
ち
ろ
ん
、フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
し
め
縄
の
魅
力
を
P
R

し
て
い
ま
す
。い
ろ
ん
な
技
術
を
先
輩

の
皆
さ
ん
か
ら
教
え
て
い
た
だ
く
毎
日

で
す
。

　

夏
に
は
炎
天
下
で
の
青
刈
り
を
経
験

し
、秋
か
ら
年
末
の
繁
忙
期
に
は
、毎
日

の
よ
う
に
何
メ
ー
ト
ル
も
縄
を
結
い
、

お
正
月
飾
り
も
制
作
し
ま
し
た
。ま
た

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、は
じ
め
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
し
め
飾
り
作
り
体
験
を
行
っ
た

り
、県
内
各
地
の
し
め
飾
り
を
集
め
て

さ
ま
ざ
ま
な
形
を
見
比
べ
て
み
た
り
。

日
に
日
に
し
め
縄
の
奥
深
さ
や
面
白
さ

に
の
め
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
神
社
に
行
く
の
が
大
好
き

な
私
で
す
が
、し
め
縄
職
人
と
し
て
働

き
始
め
て
か
ら
は
、神
社
に
設
置
し
て

あ
る
し
め
縄
を
よ
く
観
察
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。町
内
に
は
た
く
さ
ん
の

神
社
が
あ
る
の
で
、雪
や
凍
結
の
心
配

の
な
い
季
節
に
な
っ
た
ら
町
内
の
神
社

の
し
め
縄
を
見
に
行
き
た
い
で
す
。も

し
、し
め
縄
を
ま
じ
ま
じ
と
見
つ
め
る

私
を
見
か
け
た
と
き
は
、地
域
や
し
め

縄
の
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

森林セラピー
通 信森の

　たより
森の
　たより

ぬくもり
情報局白

銀
の
森
散
歩

　

今
年
は
大
方
の
予
想
が
的
中
し
、12
月
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
雪
景
色
の
飯
南
町
。晴
れ

た
日
に
冬
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
体
験
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
フ
カ
フ
カ
の
新
雪
時
に
威
力
を
発
揮
す
る

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
ス
イ
ス
イ
と
雪
中
散
歩
。寒

さ
が
心
配
な
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

十
分
に
防
寒
対
策
を
行
っ
て
い
れ
ば
10
分
程

度
で
ポ
カ
ポ
カ
に
な
り
ま
す
。

　
時
折
粉
雪
が
舞
い
落
ち
、火
照
っ
た
顔
に
触

れ
た
瞬
間
、溶
け
込
む
よ
う
に
冷
や
し
て
く
れ

る
の
は
と
て
も
気
持
ち
が
い
い
で
す
。道
中
で

は
大
き
な
氷
柱
や
、ま
る
で
水
中
花
の
よ
う
に

氷
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
植
物
を
見
ら
れ
ま
し

た
。
　

観
光
協
会
で
は
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
＆
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
も
し
て
い
ま
す
。ぜ

ひ
近
く
の
野
山
に
繰
り
出
し
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

常
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
に

　
そ
ん
な
中
、春
か
ら
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
準
備
を
始
め
て
い
ま
す
。何
度
来
て
も
、常

に
新
し
い
発
見
が
あ
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
の
お

越
し
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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7 建国記念の日

天皇誕生日

収集日 収集地区 収集日 収集日

金属類・灰類
くつ類・プラスチック類

陶器・ガラス類
くつ類・プラスチック類

教育 健康・保健 文化・体育 その他

水 木 金 土火月

まちのスケジュール 2021.2

17日（水）

22日（月）

25日（木）

24日（水）

15日（月）

17日（水）

16日（火）

8日（月）

10日（水）

9日（火）

1日（月）

3日（水）

2日（火）

頓　原

24日（水）赤　来

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
  飯
南
町

小
さ
な
田
舎
か
ら
の「
生
命
地
域
」宣
言

発
行
／
飯
南
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
　
〒
690-3513  島

根
県
飯
石
郡
飯
南
町
下
赤
名
880　

電
話（
0854）76-3941  FAX（

0854）76-3943　
http://w

w
w
.iinan.jp/

ま
ち

資源物
汲取り地区 汲取り日 収集地域

頓　原
志　々

赤　名

来　島 15日（月）

22日（月）

9日（火）

12日（金）

20日（土）

　6日（土）

●4,725人（前月比－3人）  ●男性2,219人  ●女性2,506人  ●世帯数2,044戸　R3.1.1 現在

広
報

し尿汲取り日

町の人口

［頓原地域］電話72-1401 ［赤来地域］電話76-2441 ［いいしクリーンセンター］電話72-9217　※決められた日時をお守りください。

スマホで広報紙を
読みませんか？

日

頓 原 連 担 地

八 神 連 担 地

頓原・八神連担地以外

赤 名 連 担 地

来 島 連 担 地

赤名・来島連担地以外

2021.1 N
o.193

令
和
3年
1月
20日

志々小授業公開日
ほっと。Cafe

,
（来島保健センター）
10:00～11:30

志 ・々来島小
1日入学
ほっと。Cafe

,
（来島保健センター）
10:00～11:30

赤名小1日入学
乳児健診・育児相談
（保健福祉センター）

頓原・赤来中
入学説明会

赤来中授業公開
週間 ②③④校時
〈～6日〉 

町県民税納期限
国民健康保険料
納期限
後期高齢者医療
保険料納期限

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
（リフレッシュ講座）
10：00～13：00

頓原小授業
公開日

赤名・来島小
授業公開日

ほっと。Cafe
,

（来島保健センター）
（食講座【大人】）
10：00～13：00
こころの健康相談日
（保健福祉センター）
※完全予約制

はぴこ無料結婚相談会
（飯南町役場）
18：00～※予約制

絵本の読み聞かせ
（中央図書館）
10：00～11：00
しまね家庭の日
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